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P3

P4

P6

P10

P11

『西原ナビ』に登録をお願いします！

HOT　LINE　制度・お知らせの紹介

Ｖillage Ｔopics　むらのわだい

こんにちは住民課です

申告に関する大切なお知らせ

P12

P15

P16

P19

P20

平成23年確定申告がはじまります

ホッとＮＥＷＳ

今月の情報【２月号】

村のうごき

社協だより

『西原ナビ』に登録をお願いします！

■ごみは、燃：燃えるごみ／粗：粗大ごみ／缶：空き缶、空きビン／不：燃えないごみ／新：新聞紙／雑：雑誌、チラシ／
　ダ：ダンボール／ぺ：ペットボトル／白：牛乳パック、白色トレイ
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２月28日納期限
国民健康保険税第10期

人権擁護委員再任委嘱のお知らせ／無料人権相談
所開設／税務関係代理申請時は委任状が必要です

法律相談
（のぎく荘）

冬あかり

母子手帳発行
（午後）／ＥＭ
配布日

冬あかり3歳児健診（改
善センター）

西原村議会
臨時会

不動産相談
（のぎく荘）

村内一周ウォ
ーキング大会

寿生大学／特
設人権相談所
（改善センター）

心配ごと相談
（のぎく荘）／
ひよこ学級（改
善センター）

大津地域親子
交通安全教室
（ホンダ技研）

母子手帳発行
（午後）／ＥＭ
配布日

のぎくまつり
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村内事業所の皆さま

※『西原ナビ』とは、西原村のお店や企業を紹介するホームページです

村内事業所の皆さまのご協力をお願いいたします。

村内事業所の皆さま

※『西原ナビ』とは 西原村のお店や企業を紹介するホームページです

『西原ナビ』『西原ナビ』に登録をお願いします！に登録をお願いします！『西原ナビ』に登録をお願いします！

阿蘇ゆるっと博西原村実行委員会では、『西原ナビ』という西原村の全事業所を

紹介するホームページを作成しました。このホームページは、村内の全事業所

（工場などを含む）を登録することを目指しています！

http://nishiharanavi.com
■問合せ先　阿蘇ゆるっと博実行委員会　
　　　　　　坂本隆文　☎090‐2716‐7398

『西原ナビ』アドレス

『西原ナビ』の登録費用は？
基本的には無料です（文字のみ）。自身でホー
ムページを作成されていない事業所など、希
望される場合は有料で写真を掲載できるペー
ジを作成します。費用は、写真4枚で5,000
円、写真1枚で2,000円です。

登録したらどんな企画があるの？
メールマガジンの発行や、お店同士のコラボ
レーションなどを企画する
予定です。

『西原ナビ』の目的は？

『阿蘇ゆるっと博』って？

西原村の情報案内として活用されることで
す。村内の全事業所を掲載したページは村内
の方はもとより、村外の方からもたくさんの
利用があると考えられます。

　３月12日の九州新幹線全線開業に合わせ開催
される、阿蘇をまるごと会場にした滞在交流型
の旅の博覧会です。この博覧会は、西原村を含
む阿蘇くじゅうの９市町村が一体となって展開
するもので、最大の特徴は、阿蘇の大フィール
ドが博覧会の会場ということです。
　雄大な阿蘇の山々や草原などの自然、個性あ
ふれる温泉と旅館、歴史や文化にふれ、“あり
のままの阿蘇”を楽しんでもらおうというもの
です。

①大地の鼓動を感じる エコツーリズム
②地元の暮らしを体験する グリーンツーリズム
③“まち”の魅力を味わう タウンツーリズム
　
　この３つのツーリズムを素材に、それぞれの
地域が四季折々のイベント等に取り組んで行く
計画です。西原村には現在、萌の里パビリオン
と、ミルク牧場パビリオンがあります。

登録するための書類はどこにあるの？
登録するための各書類は、商工会（☎
279‐2295）に準備しています。また、『西
原ナビ』ホームページ上にも掲載しています。
書類の提出先は商工会です。（ファックス可）



にしはら 村民の皆さんの生活に直結する
制度やお知らせを紹介します。

人権擁護委員が再任委嘱されました

太田興一さん 草野正臣さん

■問合せ先　
　役場総務課　☎279‐3111

特設「人権相談所」開設 ■問合せ先　
　役場総務課　☎279‐3111

はたちの献血キャンペーンにご協力を ■問合せ先　
　役場住民課健康福祉係　☎279‐4397

　平成23年１月１日付けで、法務大臣より「太
田興一」さん（高遊）・「草野正臣」さん（万
徳）の再任の委嘱発令がされました。
　太田興一さんは、平成17年より６年間活躍さ
れ３期目として、また、草野正臣さんは、平成
20年より3年間活躍され２期目として再任され
ました。
　人権擁護委員は、■国民の基本的人権が侵さ
れることのないように監視し、もし、これが侵
犯された場合には、その救済のため適切な処置
を取ること■常に自由人権思想の普及高揚に努
めることを使命としています。また常設相談所
や特設相談所において、面接又は電話による人
権相談に応じるなど、様々な人権啓発活動を行っ

ています。
　人権擁護委員はあなたの相談相手です。いつ
でもあなたの相談に応じてくれます。

こんなことでお困りの方は、気軽にご相談ください。
◎人権問題で困っているとき
◎家庭内のことでなやんでいるとき
◎相隣関係で困っているとき
◎借地・借家で困っているとき
◎相続・遺言でなやんでいるとき
◎金銭問題で困っているとき
◎いろいろな心配ごとや困りごとでなやんでいるとき

※　相談は無料です。
※　秘密はかたく守られます。

日　時：２月23日（水曜日）　
　　　　午前10時～午後３時
場　所：構造改善センター
相談員：西原村人権擁護委員

　献血者が減少しがちな冬期は、輸血用の血液不
足が起きやすい季節です。
　このため、熊本県では１月～２月の２か月間、
成人式を迎える「はたち」の若者を中心に多くの
県民の皆様に献血の呼びかけを行っています。
　あなたの温かい気持ちをお分けください。

4

今後の献血日程
　２月22日（火）９時半～11時半（役場）・12時半～13時半（役場）・14時半～16時半（お菓子の香梅）

10代、20代の若者の献血者数が
年々、減少しています。はたち
のあなた、一度、献血体験をし
てみてね。



■問合せ先　
　役場税務課　☎279‐4395

　証明書発行・閲覧だけでなく、原動機付自転車
等の廃車申請をする際にも、本人以外の方が申請
される場合は委任状が必要になります。様式は、
下の例を参考にして作成し、持参して下さい。

　原動機付自転車等を役場にて登録する際、使
用者が未成年の場合は、保護者名義での登録に
ご協力をお願いします。
（未成年は、就職、結婚などで村外に出られる
可能性が高いため）

　本人以外の方が、税務課の各種証明（所得証明や資産証明等）の発行や閲
覧を希望する場合は、委任状が必要です。
※　同一世帯の家族の証明書発行・閲覧についても必ず委任状が必要です。
　委任状の様式は、特に定めていませんので、下の様式を参考に作成して、
申請の際に窓口に提出して下さい。代理の方は印鑑を持参して下さい。

税務課から各種窓口申請時のお願い
代理申請の際には委任状をご持参下さい

5 広報西原２月号

（委任状様式例）

原動機付自転車等の登録・廃車について

新規登録についてのお願い

　原動機付自転車等を譲ったり、廃棄された場
合には忘れずに税務課に届けを提出して下さ
い。届け出がないと、手放した後も課税される
ことになります。また、届け出の際にはナンバ
ープレートを取り外して持参して下さい。

廃車の届出を忘れずに

←
委
任
者
が
１
人
の
場
合

←
委
任
者
が
２
人
以
上
の
場
合
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催
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平
成
23
年
の
消
防
団
出
初
式
が

１
月
９
日
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
昭
団
長
以
下
２
１
５
名
の

団
員
と
、
23
台
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
積
載
車
が
出
動
し
て
盛
大
に
式

が
行
な
わ
れ
た
中
で
、
日
置
和
彦

村
長
は
昨
年
発
生
し
た
３
件
の
建

物
火
災
を
振
り
返
り
、
今
後
の
消

防
団
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
式

辞
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
松
本

団
長
よ
り
「
郷
土
を
愛
し
、
郷
土

は
自
ら
守
る
と
い
う
消
防
精
神
を

持
ち
、
村
民
の
み
な
さ
ん
が
安
全

に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
消

防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
」
と
の
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
恒
例
と
な
っ
た
、
に

し
は
ら
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
通
常
点
検
演
技
が
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
行
な
わ
れ
、
元
気
い

っ
ぱ
い
の
演
技
が
会
場
に
訪
れ
て

い
た
来
賓
や
保
護
者
、
ま
た
消
防

団
員
に
笑
顔
を
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
女
性
活
動
推
進
協

議
会
の
炊
き
出
し
に
よ
る
ぜ
ん
ざ

い
の
振
舞
い
、
ま
た
機
械
器
具
整

備
審
査
や
通
常
点
検
が
行
な
わ
れ

た
あ
と
、
下
小
森
堤
に
移
動
し
23

台
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
に

よ
る
一
斉
放
水
が
行
な
わ
れ
、
見

事
な
水
の
ア
ー
チ
を
描
き
出
し
て

い
ま
し
た
。

　

各
種
表
彰
、
機
械
器
具
整
備
審

査
の
結
果
は
下
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
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）
内
の
数
字
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分
団
名
）
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【
退
職
団
員
の
部
】

■
消
防
庁
長
官
表
彰　

１
号
銀
杯
（
元
団
員
在
職
期
間
25
年
以
上
）

田
上
省
治
（
元
団
長
）、
日
置
良
二
（
１
）、

松
永
政
範
（
１
）、
永
田
敬
二
（
２
）

２
号
銀
杯
（
元
団
員
在
職
期
間
15
年
以
上
）

髙
橋
悟
（
２
）、
坂
本
雄
二
（
３
）、
中
村
芳
彦
（
３
）、

首
藤
誠
（
４
）、
内
田
一
博
（
４
）、
藤
森
一
徳
（
７
）、

松
下
公
夫
（
８
）、
小
栗
優
（
８
）、
廣
瀬
太
（
８
）

■
村
長
表
彰
（
元
団
員
在
職
期
間
10
年
以
上
）

　

東
文
明
（
２
）、
緒
方
達
弥
（
４
）、
髙
山
秀
昭
（
４
）

【
現
団
員
の
部
】

■
熊
本
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
（
団
員
歴
25
年
以
上
）

　

草
野
英
吉
（
２
）

■
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（
団
員
歴
20
年
以
上
）

東
洋
一
（
３
）、
古
田
茂
実
（
４
）、
宮
田
基
弘
（
５
）、

前
鶴
信
介
（
６
）、　

島
雄
一
（
６
）、
瓜
山
幸
夫
（
７
）、

山
田
孝
（
８
）

勤
績
章
（
団
員
歴
15
年
以
上
）

野
田
健
二
（
１
）、
岩
下
源
一
郎
（
１
）、

藤
本
幸
記
（
１
）、
松
永
新
也
（
１
）、

加
藤
隆
志
（
４
）、
貴
田
一
功
（
４
）、

秋
吉
和
裕
（
５
）、
堀
田
隆
二
（
８
）、

中
西
聡
（
主
任
）

■
村
長
表
彰
（
分
団
推
薦
）

大
田
幸
治
（
２
）、
山
口
祐
一
郎
（
２
）、

坂
本
英
和
（
２
）、
山
崎
智
幸
（
３
）、

丹
波
良
雄
（
４
）、
山
形
広
喜
（
４
）、

中
島
惇
史
（
６
）

【
機
械
器
具
整
備
審
査
成
績
】

　

第
１
位　

第
４
分
団
第
２
班

　

第
２
位　

第
４
分
団
第
１
班

　

第
３
位　

第
１
分
団
第
２
班



「西原村を引っ張っていける大人
になれるように、みんなでがんば
ります！」

誓いの言葉を述べた加藤亮太さん

「社会人としての自覚を持って、大
人としてがんばっていきます。」

成人証書代表授与堀田智愛さん

社
会
人
と
し
て
大
き
く
成
長
を　

83
名
の
新
成
人
誕
生

平
成
23
年
西
原
村
成
人
式
開
催

　

１
月
９
日
、
構
造
改
善
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
村
議
会
議
員
を
は

じ
め
、
社
会
教
育
委
員
や
小
中
学

校
の
恩
師
な
ど
を
迎
え
て
、
平
成

23
年
西
原
村
成
人
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
西
原
村
で
新
成
人

を
迎
え
た
の
は
83
人
。
開
式
前

に
、
小
中
学
校
時
代
の
思
い
出
の

写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
る
と
、
出
席
者
は
当
時
を
振
り

返
り
な
が
ら
懐
か
し
さ
い
っ
ぱ
い

の
様
子
で
し
た
。

　

式
で
は
、
出
席
者
全
員
に
よ
る

国
歌
斉
唱
の
後
、
成
人
者
一
人
ひ

と
り
の
氏
名
を
中
学
校
の
恩
師
か

ら
読
み
上
げ
ら
れ
、
成
人
者
を
代

表
し
て
堀
田
智
愛
さ
ん
に
、
日
置

村
長
か
ら
成
人
証
書
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
催
者
で
あ
る
日
置
村

長
か
ら
「
人
生
に
は
常
に
強
さ
と

優
し
さ
の
二
つ
の
視
点
が
必
要
で

す
。
強
さ
と
は
、
世
界
に
向
か
っ

て
羽
ば
た
く
よ
う
な
大
き
な
強
い

心
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
優
し
さ
と
は
育
ん
で
く
れ

た
、
ふ
る
里
の
ぬ
く
も
り
も
決
し

て
忘
れ
な
い
と
い
う
優
し
い
心
で

す
。
ど
う
か
こ
の
二
つ
の
視
点
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
、
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
成
人
者
を
代
表
し
て

の
誓
い
の
言
葉
を
、
加
藤
亮
太
さ

ん
が
「
自
分
を
見
失
わ
ず
に
若
者

ら
し
く
一
日
一
日
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と

し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
力
強

く
述
べ
ま
し
た
。

　

式
後
は
、
恩
師
や
旧
友
と
の
久

し
ぶ
り
の
再
会
に
、
思
い
出
話
で

盛
り
上
が
り
、
晴
れ
姿
を
写
真
に

収
め
る
光
景
が
見
ら
れ
、
会
場
は

た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
ご
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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新成人に
20歳の

抱負を
聞きました



　

12
月
27
日
、
役
場
大
会
議
室
に
お
い

て
永
年
無
事
故
運
転
者
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
対
象
と
な
る
の
は
、
20
〜
40

年
間
無
事
故
で
違
反
も
な
く
、
そ
の
業

績
が
認
め
ら
れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
今
回
は
13
名
の
方
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
心
が
け
で

無
事
故
無
違
反

永
年
無
事
故
運
転
者
表
彰

▲年長児によるダンス「モンスター」

▲新しい図書室で本を読む子どもたち

　

１
月
10
日
に
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
図
書
室
が
運
営
を
開
始
し
ま

し
た
。
図
書
室
内
に
は
村
内
か
ら

出
土
し
た
文
化
財
な
ど
も
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

図
書
室
の
開
館
日
は
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
お
よ
び
日
曜
日
と
祝

日
で
、
開
館
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
土
曜
日

が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
や
５
月
の
連

休
の
一
部
等
、
休
館
と
な
り
ま
す

が
、
具
体
的
な
休
館
日
は
、
約

１
ヶ
月
前
に
は
、
図
書
室
に
掲
示

い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
初
回
ご
利
用
の
際
に
は
、

カ
ー
ド
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、

身
分
証
明
証
（
運
転
免
許
証
等
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

本
の
貸
出
し
期
間
は
最
大
15
日

間
で
、
５
冊
ま
で
の
貸
出
し
と
な

り
ま
す
。
時
間
外
の
返
却
は
、
セ

ン
タ
ー
入
り
口
右
側
の
返
却
ポ
ス

ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
！

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
山
河
の
館
」
図
書
室
オ
ー
プ
ン

▲表彰式に出席されたみなさん

V
illag

e
 To
p
ics

　

12
月
18
日
、
に
し
は
ら
保
育
園
の
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
遊
戯
室
は
、
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ

を
手
に
し
た
た
く
さ
ん
の
保
護
者
で
あ

ふ
れ
返
り
、
わ
が
子
の
晴
れ
姿
を
収
め

て
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
合
せ
た
色
と
り
ど
り
の
衣
装
に

身
を
包
み
、
歌
や
踊
り
、
演
劇
な
ど
た

く
さ
ん
の
発
表
を
し
ま
し
た
。
練
習
の

成
果
を
力
い
っ
ぱ
い
発
揮
し
、
か
わ
い

ら
し
く
も
た
く
ま
し
い
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

か
わ
い
い
姿
で

た
く
ま
し
い
演
技

に
し
は
ら
保
育
園
発
表
会

表
彰
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

40
年
表
彰　

永
田
定
一
・
斉
藤
や
よ

い
・
野
口
政
信
・
中
村
ヨ
シ
コ
・
内

村
三
千
子
・
草
野
シ
ズ
子
・
平
野
光

子
・　

本
天
勇

30
年
表
彰　

岡
本
千
鳥
・
松
永
辰

也
・
橋
村
孝
継
・
橋
村
順
子

20
年
表
彰　

松
永
美
智
子

８

♪
新
刊
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す

「
永
遠
の
ゼ
ロ
」
百
田
尚
樹
／
「
ロ
ス
ト
・
シ

ン
ボ
ル
」
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
／
「
白
夜
行
」
東

野
圭
吾
／
「
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
２
０
１
０
年
版
」

／
「
ト
イ
ロ
家
の
お
い
し
い
ご
飯
」
ト
イ
ロ
／

「
て
い
ね
い
な
お
か
ず
続
」
朝
日
新
聞
生
活
グ

ル
ー
プ
／
「
藤
原
さ
ん
ち
の
毎
日
ご
は
ん
」
み

き
マ
マ
／
「
宮
崎
駿
監
督
が
選
ん
だ
少
年
文
庫

集
」
／
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
森　

上
下
」
村
上
春

樹
／
「
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
物
語
」
的
川

泰
宣
／
「
は
た
ら
く
く
る
ま
１
０
１
大
集
合
」

講
談
社
／
「
江　

姫
た
ち
の
戦
国　

上
中
下
」

田
淵
久
美
子
／
「
ト
イ
レ
の
神
様
」
植
村
花
菜

※
他
に
も
多
く
の
新
刊
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
ご
一
読
く
だ
さ
い
。



　

西
原
村
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
活
躍
さ
れ
、
昨
年
９
月
に
急
逝
さ

れ
た
加
藤
盛
雄
氏
が
旭
日
単
光
章
（
特

別
叙
勲
）
を
受
章
さ
れ
、
12
月
９
日
、

ご
遺
族
の
加
藤
和
盛
さ
ん
に
西
原
村
役

場
応
接
室
に
お
い
て
日
置
村
長
よ
り
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
加
藤
氏
は
、
村
議
会
議
員
と
し
て

昭
和
51
年
９
月
か
ら
３
期
12
年
、
ま
た

そ
の
後
、
村
収
入
役
と
し
て
６
年
の
永

き
に
わ
た
り
在
職
し
、
地
方
自
治
の
進

展
に
尽
力
し
、
卓
越
し
た
識
見
と
鋭
い

政
治
感
覚
を
も
っ
て
地
方
行
政
の
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

　

12
月
24
日
、
に
し
は
ら
保
育
園
で
ク

リ
ス
マ
ス
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
遊
戯
室
に
集
ま
っ
た
園
児

た
ち
は
、
サ
ン
タ
さ
ん
の
登
場
に
大
興

奮
！
ス
テ
ー
ジ
で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て

く
れ
た
サ
ン
タ
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
な

っ
て
歌
い
踊
っ
た
あ
と
は
、
お
待
ち
か

ね
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
て
も
ら

い
、
園
児
た
ち
は
大
満
足
の
様
子
で
し

た
。
未
満
児
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
直
接

サ
ン
タ
さ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
に

巡
回
し
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
ン
タ
さ
ん
が

や
っ
て
き
た
！

保
育
園
ク
リ
ス
マ
ス
会

▲賞状を手にした加藤和盛氏

▲プレゼントをもらう園児たち

　

12
月
４
日
、
西
原
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
主
催
「
冬
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
」

が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
大
会
に
は
女
子
の
部
・
男

女
混
合
の
部
総
勢
11
チ
ー
ム
の
参
加
が

あ
り
、
中
で
も
女
子
の
部
で
は
、
セ
ッ
ト

率
・
得
失
点
が
同
率
と
な
り
最
終
的
に

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
優
勝
を
決
定
す
る
な
ど

接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
女
子
の
部
「
バ
ン
ビ
」
、
男

女
混
合
の
部
「
蘭
香
」
が
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。
４
月
初
旬
に
は
春
季
大
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

「
バ
ン
ビ
」「
蘭
香
」が

優
勝

冬
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

「
旭
日
単
光
章
」を
受
章

元
西
原
村
議
会
議
員　

故
加
藤
盛
雄
氏
（
布
田
）

　

12
月
５
日
、
西
原
村
人
権
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
村
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
両
小
学
校
・
中
学
校
児
童
生

徒
に
よ
る
人
権
に
つ
い
て
の
作
文
発
表

や
、
住
民
課
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
認

知
症
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
」
事
業

に
つ
い
て
、
西
原
村
の
現
況
や
今
後
の

取
組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
詩
人
の
藤
川
幸
之
助
さ
ん
に
よ

る
「
支
え
る
側
が
支
え
ら
れ
る
と
き
」

と
題
し
て
、
自
身
の
経
験
を
も
と
に
認

知
症
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
互
い

に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
必
要
性
を

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
落
成
式
で
も
あ
り
、
最
後
に
は
当
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
モ
チ
投
げ
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

▲「バンビ」

▲「蘭香」

▲講演をする藤川さん
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脳卒中の最大の危険因子は高血圧です。

では、なぜ脳は高血圧に弱いのでしょう。

・・・それは、脳の血管の走り方の特徴に

原因があります。

脳の血管が高血圧に弱い理由

こんにちは住民課です　☎279‐4397

寒さの厳しい季節です！血圧の管理はできていますか？寒さの厳しい季節です！血圧の管理はできていますか？寒さの厳しい季節です！血圧の管理はできていますか？

　左下の図は、脳の血管を写し出したもので

す。血管の走り方の特徴とは、

①複雑に曲がっている
②直角に出ている
③太い血管から急に細い血管になる
　（脳内の血管直径3ミリ→0.2ミリへ）
④血管が密集している
※人類の歴史上、急に脳が大きくなった人間
の弱点とも言われており、脳の全体の血管
の構造に余裕がないのです。

　繊細な構造の血管に速い速度で血液が流れる

と、血管の内側は傷みやすいのは言うまでもあ

りません。今日の血圧が、5年後、10年後の

「血管の寿命」につながっています。
　高血圧は痛くもかゆくもありませんが、確実
に血管を傷めていることを自覚しましょう。

10

い
の
ち
の
教
育

人
権
を
考
え
よ
う　

〜 

小
中
学
生
人
権
作
文
① 

〜

　

昨
年
12
月
５
日
に
、
西
原
村
人
権
・
認
知
症
支
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
小
中

学
生
に
よ
る
人
権
に
関
す
る
作
文
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
五
年
生
は
、
一
学
期
に

認
知
症
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
わ
た
し
が
認
知
症
に
つ
い
て

考
え
た
の
は
、
と
て
も
不
思
議
な
病
気

と
い
う
こ
と
で
す
。
認
知
症
の
方
は
、

元
気
が
な
く
な
っ
た
り
、
「
も
の
を
と

ら
れ
た
」
と
思
い
こ
ん
だ
り
、
ま
た
、

時
間
や
月
日
、
場
所
、
ま
た
は
人
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

　

わ
た
し
は
元
気
が
な
く
な
っ
た
り
と

い
う
言
葉
が
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
し

た
。
理
由
は
笑
顔
が
な
く
な
る
か
ら
で

す
。
笑
顔
は
、
人
を
楽
し
ま
せ
た
り
、

相
手
を
元
気
に
し
て
く
れ
た
り
し
ま

す
。
わ
た
し
が
こ
の
作
文
に
つ
け
た
目

指
せ
た
ん
ぽ
ぽ
村
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
ハ
ウ

ス
の
方
々
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
題
名
で

す
。
た
ん
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
の
み
な
さ
ん

は
、
人
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
よ
う
な

笑
顔
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
去

年
わ
た
し
が
入
っ
て
い
た
、
手
話
ク
ラ

ブ
の
発
表
を
の
ぎ
く
荘
で
し
、
発
表
を

終
え
た
と
き
、
た
ん
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
の
方

が
笑
顔
で
手
話
を
使
っ
て
、
「
あ
り
が

と
う
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
の
と
き
わ
た
し
は
、
た
ん
ぽ
ぽ

ハ
ウ
ス
の
み
な
さ
ん
は
と
て
も
ス
テ
キ

な
笑
顔
を
も
っ
て
い
る
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
わ
た
し
た
ち
が
や
っ
て
い

く
べ
き
こ
と
は
、
笑
顔
で
つ
な
が
り
合

い
、
交
流
を
大
切
に
す
る
西
原
村
に
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

「
認
知
症
」
の
こ
と
は
、
一
人
一
人

が
知
っ
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い

し
、
認
知
症
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
な

接
し
方
を
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
だ
れ
と
で
も
笑
顔
で
接

し
て
い
き
た
い
で
す
。

「目指せたんぽぽ村」
山西小学校５年
奥羽　未来



寒さの厳しい季節です！血圧の管理はできていますか？
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各
保
険
料
（
税
）
で
は
、
前

年
の
収
入
に
基
づ
い
て
算
定
及

び
軽
減
判
定
等
を
お
こ
な
う
た

め
、
加
入
者
お
よ
び
そ
の
世
帯

の
世
帯
主
の
方
は
、
収
入
の
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
が

必
要
で
す
。
未
申
告
の
ま
ま
で

す
と
収
入
に
お
け
る
所
得
額
が

不
明
の
た
め
、
所
得
に
応
じ
た

算
定
が
で
き
ず
、
ま
た
一
定
所

得
以
下
の
世
帯
を
対
象
に
し
た

保
険
料
（
税
）
の
低
所
得
者
に

対
す
る
減
額
制
度
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
確
定
申
告
時
に

必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
所
得
税
や
村
県
民
税
が

非
課
税
の
場
合
や
、
遺
族
年

金
・
障
害
者
年
金
の
み
受
給
し

て
い
る
方
、
所
得
が
無
い
方
も

所
得
無
し
（
ゼ
ロ
円
）
の
申
告

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
高
額
療
養
費
の
支
給

申
請
や
、
入
院
時
食
事
療
養
費

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介

護
保
険
料
の
算
定
お
よ
び

低
所
得
者
（
世
帯
）
に
お

け
る
軽
減
判
定
の
た
め
の

所
得
申
告

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
・
介
護
保

険
・
国
民
年
金
の
保
険
料

（
税
）
は
所
得
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す

※
年
金
天
引
き
納
付
（
特

別
徴
収
）
を
さ
れ
て
い

る
方
に
つ
い
て

の
減
額
認
定
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

負
担
額
等
も
所
得
に
よ
り
限
度

額
が
判
定
さ
れ
、
未
申
告
の
場

合
は
一
定
以
上
の
高
所
得
者
と

同
様
の
認
定
と
な
り
ま
す
。
よ

っ
て
収
入
の
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
所
得
の
申
告
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
た
だ
し
公
的
年
金
受
給
者

や
、
勤
務
先
よ
り
給
与
支
払

報
告
書
が
村
に
提
出
さ
れ
、

そ
れ
以
外
に
収
入
が
無
い
方

は
、
あ
ら
た
め
て
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
・
介
護
保
険
お
よ

び
国
民
年
金
の
各
保
険
料

（
税
）
は
、
支
払
っ
た
全
額
が

年
末
調
整
・
確
定
申
告
の
際
に

社
会
保
険
料
と
し
て
所
得
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
平
成
22

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め

た
保
険
料
（
税
）
領
収
書
や
口

座
振
替
納
付
さ
れ
て
い
る
通

帳
、
公
的
年
金
源
泉
徴
収
票
な

ど
で
確
認
の
う
え
、
確
定
申
告

の
際
に
忘
れ
ず
に
所
得
控
除
額

と
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
過
年
度
未
納
分
を
納

付
さ
れ
ま
し
た
方
も
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
年
末

調
整
を
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、

各
保
険
料
（
税
）
を
控
除
と
し

て
提
出
さ
れ
て
な
い
場
合
は
、

確
定
申
告
に
よ
り
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

通
常
は
、
ご
自
分
の
保
険
料

（
税
）
の
ほ
か
に
、
生
計
を
共

に
す
る
配
偶
者
や
、
親
族
の
保

険
料
（
税
）
を
支
払
っ
た
場
合

に
も
控
除
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
納
付

の
方
に
お
い
て
の
社
会
保
険
料

控
除
は
、
天
引
き
納
付
さ
れ
た

方
自
身
に
つ
い
て
の
み
社
会
保

険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
家
族
の
所
得
申
告

の
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
控

除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
役
場
以
外
に
て
確
定
申
告
・

住
民
税
申
告
を
さ
れ
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
公
的
年
金

源
泉
徴
収
票
の
添
付
（
年
金

天
引
き
納
付
の
方
は
、
源
泉

徴
収
票
に
納
付
額
が
記
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
）、
も
し
く

は
上
記
各
保
険
料
（
税
）
の

納
付
証
明
書
を
役
場
各
担
当

窓
口
に
て
申
請
さ
れ
、
そ
の

証
明
書
を
申
告
書
に
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

■
役
場
に
て
確
定
申
告
・
住
民

税
申
告
を
さ
れ
る
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
窓
口
で
の
納
付

証
明
書
申
請
は
不
要
で
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【問合せ先】

申告・社会保険料控除について　

役場税務課住民税係　　　　　　　　　　　　　　☎279‐4395

国民健康保険税について　役場税務課国保税係　　☎279‐4395

後期高齢者保険料について　

役場住民課後期高齢者医療係　　　　　　　　　　☎279‐3113

介護保険料について　役場住民課介護保険係　　　☎279‐4397

国民年金保険料について　　　　　

熊本東年金事務所（旧熊本東社会保険事務所）　☎096‐367‐8144

申
告
に
関
す
る

大
切
な
お
知
ら
せ

申
告
に
関
す
る

大
切
な
お
知
ら
せ



　

本
村
で
は
、
混
雑
を
避
け
る
た

め
、
地
区
ご
と
に
日
割
り
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
左
ペ
ー
ジ

参
照
）。
指
定
日
以
外
に
受
付
を

さ
れ
る
場
合
、
順
番
が
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
都
合
に
よ
り
指
定
日
に

申
告
で
き
な
い
方
お
よ
び
指
定
日

に
こ
ら
れ
な
い
方
は
、
３
月
15
日

（
火
）
ま
で
に
必
ず
申
告
を
済
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
申
告
に
は
所
得
の
内
容
が
わ
か

る
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な
方
で
、
期

限
ま
で
に
申
告
を
さ
れ
な
か
っ
た

り
、
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
申

告
し
た
り
す
る
と
、
加
算
税
や
延

滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
さ
れ
な
か
っ
た
方

は
、
平
成
22
年
分
の
所
得
関
係
の

税
務
証
明
（
所
得
証
明
な
ど
）
が

で
き
な
い
上
、
国
民
健
康
保
険
税

の
減
額
制
度
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
分
の
所
得
税
・
贈

与
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、
お

よ
び
住
民
税
・
国
民
健
康
保
険

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

■
昨
年
中
の
所
得
合
計
額
か
ら
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
を
差
引
き
、

そ
の
金
額
を
基
と
し
て
計
算
し
た

税
額
が
、
配
当
控
除
額
と
年
末
調

整
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額

の
合
計
額
を
超
え
る
方
。

■
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種

所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
る
方
。

■
２
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
方
で
、
年
末
調
整
を
し
て

い
な
い
方
な
ど
で
す
。

　

税
務
署
に
お
け
る
平
成
22
年
分

の
贈
与
税
の
相
談
お
よ
び
申
告
の

受
付
は
、
土
日
祝
日
を
除
く
２
月

１
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日

（
火
）
ま
で
で
す
。
個
人
事
業
者

の
方
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
申
告
と
納
付
の
期
限
は
、
３

月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　

申
告
期
限
は
３
月
15
日
（
火
）

ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り

ま
す
と
税
務
署
の
窓
口
は
大
変
混

雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
書
は
、
昨
年
一
年
間

の
所
得
額
と
税
額
を
正
し
く
計
算

し
て
記
載
し
、
早
め
に
申
告
と
納

税
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
確
定
申
告

書
の
提
出
は
郵
送
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
で
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所

得
ま
た
は
農
業
所
得
の
あ
る
白
色

申
告
者
の
方
は
、
確
定
申
告
に

「
収
支
内
訳
書
」
を
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税
の
申
告
が
済
ま
れ
た

方
、
お
よ
び
収
入
が
給
与
の
み
で

前
年
末
に
年
末
調
整
が
お
済
み
の

方
は
、
住
民
税
の
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

■
住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
は

所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

税
の
申
告
等
に
つ
い
て
詳
し
く
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ー

タ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
た
申
告
や
申

告
書
作
成
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
の
ご
利
用
に

は
、
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

て
い
る
こ
と
等
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

12

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
方

所
得
税
の
確
定
申
告
は
自
分
で

書
い
て
お
早
め
に

確 定 申 告
平成22年分

がはじまります！

確定申告相談期間
２月16日（水）から３月15日（火）まで

消費税申告相談期間
２月16日（水）から３月31日（木）まで
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平成23年確定申告

地区日程表
【会　　場】西原村役場2階　大会議室
【受付時間】8：30～11：00　13：00～16：00

※２月21日（月）と22日（火）は、税理士による無
料相談を行います。株や不動産の譲渡をはじめ、
贈与税、消費税の申告がある方はこの日に申告さ
れることをお勧めします。また、２月20日と27日
の日曜日も熊本東税務署において申告相談業務が
行われています。

期　　日 午　　前

２月16日（水）

2月17日（木）

2月18日（金）

2月21日（月）

2月22日（火）

2月23日（水）

2月24日（木）

2月25日（金）

2月28日（月）

3月1日（火）

3月2日（水）

3月3日（木）

3月4日（金）

3月7日（月）

3月8日（火）

3月9日（水）

3月10日（木）

3月11日（金）

3月14日（月）

3月15日（火）

畑
化粧塚

地区指定なし（税理士による無料相談）

地区指定なし（税理士による無料相談）

地区指定なし

地区指定なし

猿帰
灰床
日向

緑ヶ丘南

名ヶ迫
八景台
小野

河原団地
多々良・大峯
玉の迫

桑鶴
大切畑
前鶴
瓜生迫

星田
滝

出の口
（上・小牧組）

宮山
（東・宮の山組）

下小森
（高瀬・小東・西の前）

高遊（中）

下布田

北向・新屋敷

万徳

田中

馬場
小園

高遊（東・西）
西原台
古閑
上鳥子
星ヶ丘
土林

下古閑・医王寺
緑ヶ丘
出の口
（中組）
宮山

（中・西組）
下小森

（宮の上・中村・上馬場）
袴野

小森の里

葛目・美晴台
風当

秋田

上布田

万徳

門出

新所

午　　後

確定申告に準備するもの

このページは広報誌から切り取り、
ご家庭で掲示・活用ください。

■印鑑（認印で可）
■給与所得者の方
　・源泉徴収票
（日稼ぎの方及び中途退職者の方は事業
　所より源泉徴収票をもらってきてくだ
　さい）

■年金受給者の方
　・公的年金等の源泉徴収票
■事業所得者の方
　・収支計算書
　・収入及び経費の伝票
　・通帳・出荷証明書など
（収入支出の明細がわかるもの、免税肉
　用牛については売却証明書の添付が必
　要です）

■生命保険などで満期受取金があった方
　・受領金額、支払金額がわかる資料
■昨年農機具などを購入された方
・契約書など購入金額、下取り金額がわか
るもの

■社会保険料の控除を受けられる方
　（任意継続社会保険加入者など）
・社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書や昨年中に払い込まれた領収書

■生命保険・個人年金・地震保険・長期損害
保険の控除証明書
　（農協・郵便局・民間保険会社など）
■医療費控除を受けられる方
・医療費の領収書
・高額医療、受取共済金または保険金など
の書類を整理してお持ちください。

■初めて住宅借入金などの
　特別控除を受けられる方
・源泉徴収票
・売買契約書または工事請負契約書（収入
印紙が貼ってあるもの）
・土地家屋登記簿謄本
・借入金の年末残高証明
・住民票（3ヶ月以内）
・還付申請者名義の
　預貯金通帳
■農業者年金掛金証明書

【問合せ先】
役場税務課　☎279‐3111（内線111・112）
阿蘇税務署　☎0967‐22‐0551



おひさま通信おひさま通信おひさま通信
　一年中で一番寒さが厳しい季節です。寒いからとどうしても室内で過ごすことが多くなりがちです
が、「寒さを感じる」ことも大切なので天気の良い日にはできるだけ戸外に出る機会を持つようにして
あげましょう。｢西原村地域子育て創生事業｣が、おかげさまで一年を迎えました。きめ細やかな子育て
支援・子育て応援スタッフ訪問と３人乗り自転車の貸し出しです。子育て中の方々が気軽に利用できる
サービスです。役場住民課と子育て支援室で受け付けています。

にしはら保育園子育て支援センター　☎279‐2054

備えあれば…

総務課　防災係　☎279‐3111【内線215】

災いを防ぐ！
消
防
団
員
募
集

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
消
防
団
」

・ミルク牧場より
　動物ふれあい　16日（水）
・講習会　親子フラダンス教室（下旬）
・試食会　25日（金）
・お雛さま製作

２月の活動

車と高齢の歩行者との
交通死亡事故が発生!!

12月の講演会
　先日、丹生詩織さんにフラワーアレンジメントの講習会をし
て頂きました。花の種類やお花の生け方をわかりやすくアドバ
イスしてもらい楽しい体験ができました。

子育て支援室

※にしはら保育園では一時預りを行っています。ご相談下さい。

12月の活動
■育児教室合同クリスマス会を構造改善センターで開催しまし
た。スマイルハートの藤岡秀和さんのバルーンショーを楽し
み、サンタさんからのプレゼントには、にこにこ顔の子ども
達でした。

■クリスマスの日に、たんぽぽハウスでピザ作りを行いまし
た。今回は、お父さん方の参加もあり交流して手作りの良さ
を感じ、おいしいピザができあがりました。支援活動にお父
さん方も気軽にご参加下さい。

　大津警察署管内で、昨年12月に１件（大津
町）、今年１月11日に１件（合志市）、いずれも
道路横断中に車と高齢の歩行者(77歳男性、83
歳男性)とが衝突し、歩行者が亡くなられまし
た。【１件は夜間で、グレーの服装だったた
め、ドライバーが気づくのが遅れたため発生
（時速40kmでも停止するまで20m以上進みま
す）。１件は朝の通勤時間帯で右折車と衝突。】
　西原村では鳥子新六反田橋付近で車の３重衝
突が発生しています。
　事故は起こしたくて起こすものではありませ
んが、ちょっとしたミスや不注意で起きます。
ドライバーは、ハンドルを握ったら周囲を注意
深く見て「危険」を感知しましょう。約50％
の事故は認知の問題です。また、歩行者は「ド
ライバーは自分に気づいてくれている」と思わ
ないでください。意外と直近にならないと気づ
きません。道路を横断するときは車の動きを確
認することと目立つ服装(反射材などの着用)を
心がけましょう。

　日本全国で約88万人の
消防団員が消火活動はもち
ろん様々な防災活動をして
います。
　西原村では255人（内６
名女性団員）の消防団員が
活動、活躍しています。

※詳しくは地元消防団または西原村役場総務課へ

　消防団とは地域の消防防災のリーダーとして地
域に密着し、安全と安心を守るという役割を担い
ます。また消防団員とは権限と責任を有する一
方、ボランティアとしての性格も併せ持つ、非常
勤特別職の地方公務員です。

14

自分たちのむらは、
自分たちで守る。

あなたも、消防団に参加しませんか？

これが消防団員です。

Ｒebeca’s Twitter



NISHIHARA　BABYみてみて！未来のにしはらヒーロー・ヒロインたち！みてみて！未来のにしはらヒーロー・ヒロインたち！
11月26日に行われた「お誕生学級」におじゃまして、写真を撮らせて頂きました。むぞらしかですね！

おお く ぼ かのり

大久保 紀香ちゃん

恵司さん･ジャネットさん（宮山）
やさしく、立派な女性になってね
♥

よし だ はなこ

　田　小華ちゃん

薫 さん ･ 里 奈 さん（ 小 園 ）
じぃじ、ばぁば、大好き♥

そ が はやて

曽我　颯くん
いけ とだ なお

池田　尚翔くん

わたなべ そう た

渡邉　颯太くん
あき とよし たか

秋吉　天翔くん

勇二さん･明美さん（高遊中）
お兄ちゃん、いっぱい遊んでね♥

安英さん ･ 真衣さん（宮山）
お兄ちゃん、たくさん遊んであげ
てね♥

和裕さん ･ 博美さん（門出）
パパ、ママ、だぁーいちゅき♥

巧さん ･ 久美子さん（小野）
お兄ちゃん、お姉ちゃん、大好き
だよ！！

おひさま通信
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Vol.6

ホッとNEWS
企画商工課情報政策係

February 2nd is Groundhog Day

　February is the month of Valentine's Day. Every-
body knows that. But have you ever heard of Ground-
hog Day? The holiday comes from a Pennsylvania 
Dutch tradition (The Pennsylvania Dutch are 
descended from early German immigrants who settled 
in Pennsylvania, and my grandmother is actually 
Pennsylvania Dutch). A groundhog is a small animal, 
similar to a badger or an *anaguma*. 
　According to legend, on February 2nd, the ground-
hog comes out of his hole. If it is cloudy, he stays 
outside and winter will end soon. If it is sunny, and he 
sees his shadow, he will get scared and run back into 
his hole, and winter will continue for 6 more weeks. 
The most famous groundhog is named Punxsutawney 
Phil, and he lives in Punxsutawny, Pennsylvania. 
There is also a famous movie called Groundhog Day, 
starring Bill Murray. Personally, I hope Phil doesn't 
see his shadow. I'm ready for Spring!

２月２日は、グラウンドホッグ・デー

　２月はバレンタイン・デーの月として有名ですが、みなさん

“グラウンドホッグ・デー”を聞いたことありますか？　これ

は、ドイツ系ペンシルベニア人（ペンシルベニア州に初期に移

住したドイツ人の子孫、実は私の祖母もドイツ系ペンシルベニ

ア人です）の伝統から来た祝日です。グラウンド・ホッグ（ウ

ッドチャック）は、アナグマに似た小さな動物です。

　言い伝えによれば、２月２日にウッドチャックが穴から出て

くるといわれています。もし、天気が曇りであれば、ウッドチ

ャックが外にとどまり冬がすぐに終わると言われ、もし晴れれ

ば、自分の影を見たウッドチャックが怖がって穴の中に逃げ戻

り、冬がさらに６週間続くと言われています。最も名の知れた

ウッドチャックは、パンキストウニ・フィルというもので、ペ

ンシルベニア州パンキストウニに住んでいるものです。ビル・

マレー演じる“グラウンド・デー”という有名な映画もあるほ

どです。私としては、フィルが自分の影を見ないことを祈りま

す！　春が待ち遠しいですね！

ＲebecaＲebeca’sＲebeca’s TwitterTwitterTwitter
レベッカのつぶやき
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県
で
は
、
就
職
活
動
中
の
方
で
、

職
業
選
択
の
相
談
を
望
む
方
を
対
象

に
し
た
職
業
適
性
検
査
を
、
期
間
限

定
で
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　

１
月
〜
３
月

対
象
者　

学
校
を
卒
業
し
、
現
在
就

職
活
動
を
行
う
上
で
職
業
探
索
や
職

業
選
択
の
相
談
を
望
む
方

検
査
名
称　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業
興
味
検
査

実
施
人
数　

１
０
０
人
ま
で

相
談
方
法　

来
所
（
事
前
予
約
制
、

個
別
式
で
実
施
）

検
査
費
用　

検
査
及
び
検
査
結
果
の

説
明
・
助
言
は
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　

☎
０
９
６‐

３
５
５‐

２
２
２
４

　

国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ
コ

ー
ル
の
実
施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
等
の

防
止
の
た
め
、「
自
動
車
不
具
合
情

報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
通
じ
て
、
皆

様
の
お
車
に
発
生
し
た
不
具
合
情
報

を
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
車
に
不

具
合
が
発
生
し
た
際
に
は
、
情
報
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０‐

７
４
４‐

９
６
０

（
平
日
・
日
中
）

■
自
動
音
声

　

☎
０
３‐

３
５
８
０‐

４
４
３
４

（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
付

　

w
w
w
.m
lit.g

o
.jp
/R
J/

■
飲
酒
運
転
に
は
厳
し
い
処
分
が

【
酒
酔
い
運
転
】
無
条
件
で
免
許
取

消
し
（
35
点
、
欠
格
期
間
３
年
）

【
酒
気
帯
び
運
転
】
免
許
取
消
し

（
25
点
、
欠
格
期
間
２
年
）
ま
た
は

免
許
停
止
（
13
点
、
90
日
）

※

呼
気
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

■
欠
格
期
間
の
上
限
は
10
年

酒
酔
い
運
転
を
し
た
場
合
↓
３
年

死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
↓
７
年

ひ
き
逃
げ
を
し
た
場
合
↓
10
年

■
お
酒
に
強
い
・
弱
い
に
関
係
な
く

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
影
響
が
！

職
業
適
性
検
査
実
施
の

お
知
ら
せ

飲
酒
運
転
の
根
絶
！

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を

お
寄
せ
下
さ
い

【
脳
へ
の
影
響
】
情
報
処
理
能
力
の

低
下
、
注
意
力
の
低
下
、
判
断
力
の

低
下

【
運
転
へ
の
影
響
】
発
見
の
遅
れ
、

操
作
の
遅
れ
、
反
応
の
遅
れ

※

飲
酒
な
し
と
比
較
し
た
場
合
の
死

亡
事
故
率
は
８
・
７
倍

■
運
転
者
以
外
に
も

　

厳
し
い
罰
が
あ
り
ま
す

　

運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
車

両
の
提
供
者
や
酒
類
の
提
供
者
、
同

乗
者
に
も
罰
則
が
あ
り
ま
す
。
酒
類

を
提
供
す
る
お
店
の
方
は
、
運
転
す

る
お
客
様
に
は
絶
対
に
酒
類
を
提
供

し
な
い
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
と

は
、
自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど

へ
行
く
場
合
に
、
お
酒
を
飲
ま
な
い

人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決

め
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送

り
届
け
る
運
動
で
す
。

熊
本
県
警
察
・
熊
本
県
交
通
安
全
協

会
・
熊
本
県
安
全
運
転
管
理
者
等
協

議
会
・
熊
本
県
指
定
自
動
車
教
習
所

協
会
・
熊
本
県
自
家
用
自
動
車
協
会

■　電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業

時間額699円
■　自動車・同附属品製造業、船舶製造・

修理業、舶用機関製造業
時間額749円

■　百貨店、総合スーパー
時間額696円

■　紡績業、ねん糸製造業、織物業、靴下
製造業

日額5,176円　時間額647円

平成22年12月15日改正

熊本県（産業別）最低賃金

これらの最低賃金は、臨時・パートタイム労働
者、アルバイト等を含む全ての労働者に適用さ
れます。

詳しくは熊本労働局賃金室（☎096‐355‐3202)
または最寄の労働基準監督署へお尋ね下さい。
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通
信
制
高
校
の
春
季
（
４
月
）
入

学
生
を
募
集
し
ま
す
。
学
ぶ
意
欲
さ

え
あ
れ
ば
、
年
齢
不
問
、
勤
労
者
・

主
婦
・
生
涯
学
習
を
目
指
す
高
齢
者

等
、
誰
で
も
入
学
で
き
、
３
年
間
で

卒
業
が
可
能
で
す
。

学
習
は
次
の
よ
う
に
し
て
進
め
ま
す

①
ネ
ッ
ト
配
信
の
放
送
講
座
を
視
聴

し
自
宅
学
習
②
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し

添
削
指
導
を
受
け
る
③
月
平
均
２
回

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
授
業
を
受
け
る

④
学
期
ご
と
の
定
期
試
験
を
受
け
る

出
願
期
間　

２
月
21
日
（
月
）
〜
３

月
30
日
（
水
）

入
学
時
必
要
学
費　

12
万
２
２
０
０

円
（
入
学
金
＋
半
年
分
の
授
業
料
）

※

高
校
就
学
支
援
金
の
受
給
が
可
能

で
す
。

■
問
合
せ
先　

東
海
大
学
付
属
望
星

高
等
学
校
・
熊
本
校

　

☎
０
９
６‐

３
８
３‐

７
３
３
０

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
に
は
、
趣
味
・
教
養

か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
、
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
講
座
が
２
０
０
コ
ー
ス
以

上
あ
り
ま
す
。
通
信
講
座
で
新
し
い

趣
味
・
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。
無
料
の
案
内
書
を
お
気
軽

に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

主
な
講
座　

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

書
道
、
ペ
ン
字
、
写
経
、
水
彩
画
、

絵
手
紙
、
写
真
、
自
分
史
、
古
文

書
、
漢
方
薬
膳
、
ハ
ー
ブ
、
折
り

紙
、
ハ
ン
グ
ル
、
セ
ル
フ
・
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
簿
記
な
ど

受
講
期
間　

３
ヶ
月
〜
１
年
（
講
座

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

募
集
対
象　

一
般

通
信
制
課
程
と
は　

高
校
卒
業
の
資

格
を
得
た
い
と
願
う
人
で
、
毎
日
は

学
校
に
通
う
こ
と
の
で
き
な
い
事
情

に
あ
る
人
が
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
通

信
機
関
（
郵
送
・
放
送
）
を
利
用
し

て
学
習
を
進
め
る
教
育
制
度
で
す
。

入
学
の
際
は
学
力
検
査
や
身
体
検
査

な
ど
は
行
わ
ず
、
志
願
者
の
就
業
の

有
無
や
年
齢
は
一
切
問
い
ま
せ
ん
。

学
科
・
修
業
年
限　

本
校
は
普
通
科

で
、
４
年
修
業
で
す
。
ま
た
、
条
件

を
満
た
せ
ば
３
年
修
業
コ
ー
ス
に
入

り
３
年
で
卒
業
で
き
ま
す
。

学
習
の
進
め
方　

◎
ス
ク
ー
リ
ン
グ

…

年
間
約
30
回
（
日
曜
か
月
曜
の
昼

間
）
◎
レ
ポ
ー
ト…

１
科
目
に
つ
き

年
間
約
６
〜
12
回
◎
教
科
と
定
期
考

査…

１
年
次
８
科
目
、
１
科
目
年
間

２
回
の
考
査

学
費
等
（
年
間
）　

受
講
料
も
含
め

年
間
２
万
円
程
度
。
そ
の
他
、
教
科

書
・
学
習
書
代
な
ど
約
３
万
５
千
円

出
願
期
間　

２
月
23
日
（
水
）
〜
３

月
17
日
（
木
）

■
問
合
せ
先　

熊
本
県
立
湧
心
館
高
等
学
校

　

☎
０
９
６‐

３
７
２‐

５
３
７
２

あ
な
た
も
湧
心
館
高
校
通
信
制

で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

申
込
方
法　

ご
請
求
に
よ
り
案
内
書

を
お
届
け
。
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
込
み
い

た
だ
け
ま
す
。

受
付
期
間　

通
年
申
込
受
付

※

年
齢
は
ど
の
講
座
・
コ
ー
ス
に
つ

い
て
も
制
限
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※

講
座
の
詳
細
に
つ
い
て
も
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

☎
０
４
２‐

５
７
２‐

３
１
５
１

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０‐

０
６‐

８
８
８
１

防火防災訓練用資器材を整備しました

　１月13日、高遊原南消防本部に、民間防火組織
等の防火・防災普及啓発推進事業として消化訓練
用放射器セットを整備しました。この事業は
（財）自治総合センターが宝くじの普及広報事業
費として受け入れる宝くじ受託事業収入を財源と
して、（財）日本防火協会が民間防火組織等育成強
化のために助成したもので、初期消火活動の訓練
育成を目的としています。

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校

通
信
制　

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
通
信
講
座
案
内

■問合せ先
　高遊原南消防本部警防課　☎096‐286‐2119

←
消
火
訓
練
用
放
射
器
セ
ッ
ト
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熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、

高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

を
目
的
に
、
第
23
回
熊
本
県
シ
ル
バ

ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の
皆
さ
ま
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

競
技
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン

ク
、
ゴ
ル
フ
な
ど
16
種
目

競
技
会
場　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公

園
ほ
か
４
会
場

日
程　

５
月
９
日
（
月
）
〜
22
日
（
日
）

参
加
資
格　

県
内
在
住
者
で
、
平
成

24
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の

方
（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

参
加
費　

個
人
競
技
は
１
人
５
０
０

円
（
団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）

募
集
期
間　

２
月
22
日
（
火
）
〜
３

月
22
日
（
火
）

※

申
込
み
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問

合
せ
下
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

財
団
法
人
熊
本
さ
わ

や
か
長
寿
財
団　

生
き
が
い
推
進
課

　

☎
０
９
６‐
３
５
４‐

３
０
８
３

『
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
』
の
冬
の
企
画

で
あ
る
『
湯
ご
も
り
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
が
、
３
月
11
日
ま
で
プ
レ
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
１
５
０

０
円
で
湯
ご
も
り
チ
ケ
ッ
ト
（
５
枚

綴
り
・
特
製
タ
オ
ル
付
き
、
先
着
５

千
名
様
限
定
）
を
販
売
し
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
す
る
阿
蘇
く
じ
ゅ
う

地
域
の
温
泉
施
設
や
旅
館
で
チ
ケ
ッ

ト
が
使
用
で
き
る
も
の
で
す
。

　

１
箇
所
３
０
０
円
で
温
泉
に
入
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
５
箇

所
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
も
な

18

御　礼

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
参
加
者
募
集
！

　

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
、
あ
る

い
は
社
会
参
加
を
応
援
す
る
た
め
、

そ
の
指
導
者
と
な
る
「
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ

リ
ー
ダ
ー
」
を
養
成
す
る
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
熊
本
県
高
齢
者
支

援
課
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

開
催
日　

３
月
１
日
（
火
）
〜
４
日
（
金
）

場
所　

び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
「
イ
リ
ス
」

受
講
費
用　

３
万
２
５
０
０
円

■
問
合
せ
先　

熊
本
県
高
齢
者
支
援
課

　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
２
１
５

シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　千葉県にお住まいの東田巳

喜男様、東京都にお住まいの

都築アサ子様より広報送付の

御礼として金一封をいただき

ました。

　ありがとうございました。

っ
て
い
て
、
抽
選
で
阿
蘇
く
じ
ゅ
う

内
の
宿
泊
施
設
で
利
用
で
き
る
宿
泊

券
が
当
た
り
ま
す
。

　

湯
ご
も
り
チ
ケ
ッ
ト
は
、
西
原
村

で
は
、
俵
山
温
泉
「
泉
力
の
湯
」
・
俵

山
交
流
館
「
萌
の
里
」
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
地
域

の
温
泉
施
設
を
巡
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

■
問
合
せ
先　

阿
蘇
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
７‐

２
２‐

４
８
０
１

　

h
ttp
://w

w
w
.a
so
-ku
ju
.jp

役
場
企
画
商
工
課

　

☎
２
７
９‐

３
１
１
２

温
泉
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す

『春季全国火災予防運動』の
お知らせ

　火災が発生しやすい気候となる時季を迎

えるにあたり、火災予防思想の一層の普及

を図り、もって火災の発生を防止し、高齢

者等を中心とする死者の発生を減少させる

ことを目指して全国一斉に実施されます。

　尊い生命と財産を守り、安全、安心な生

活をするためにもう一度、火災危険要因の

チェックをして下さい。

西原村消防団

高遊原南消防本部

実施期間　３月１日（火）～３月７日（月）

統一標語　「消したかな」

　　　　　　　　あなたを守る　合言葉



村のうごき
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総務課
企画商工課
教育委員会
議会事務局
会計課
税務課
産業課
経済係《農業委員会》
土木建築係
地籍調査係
住民課
住民・環境衛生係
健康福祉係
国保係
にしはら保育園

●12月31日現在の人口です

※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です

人口　　6,946人（－10）
男性　　3,414人（－３）
女性　　3,532人（－７）
世帯数　2,361世帯（－３）
高齢化率　　　24.1％

（前月比） 279‐3111
279‐3112
279‐4424
279‐4364
279‐4394
279‐4395

　
279‐4396
279‐3114
279‐4417

　
279‐3113
279‐4397
279‐4389
279‐2054

構造改善センター

社会福祉協議会（のぎく荘）

トレーニングセンター

279-3890

279-4141

279-2953

役場各課・係 直通ダイヤル☎

ONE SHOT

　成人式での1コマで
す。中学校の恩師であ
る下城先生が、日体大
名物「エッサッサ」で
新成人へエールを贈ら
れました。新成人の中
学生時代にも披露され
ていたようで、会場は
大盛り上がりでした。

村の機関☎

土日、祝祭日は279-3111へ
お願いします

挨拶代わり
　お互いを認識したり、尊重しあったり、何ら

かの合図だったりなど日常的によく行われてい

る挨拶代わりの言動に、会釈・お辞儀・握手・

声かけ・身振り手振りなどがある。何気なく交

わされた挨拶代わりの言動でも、受ける人に

よっては「生きる力」のエネルギー源として受

け止められたりすることもある。

「挨拶代わりの声かけ運動」

西原村

お悔やみ申し上げます

田中　國元
東　　春男
中村キクエ
四海ミチコ
首藤　　繁
西岡　政信
米田チトエ
永田　文男

（84）
（90）
（99）
（86）
（80）
（90）
（89）
（87）

田中セツコ
東　ヒサエ
中村　　幹
四海　廣行
首藤　繁義
西岡　隆敏
米田　政輝
永田　文代

名ヶ迫
名ヶ迫
名ヶ迫
名ヶ迫
上布田
小野
宮山
風当

平成23年１月14日現在

ほんたに あい み

いわしたじゅんのすけ

おおしま てっぺい

かきした こう が

た はら さ き

うち だ り お

いま だ ひ なり

故人名（年齢） 遺族氏名 地区名

お誕生おめでとうございます

本谷　愛心ちゃん

岩下潤之介くん

大島　鉄平くん

今田　陽音ちゃん

柿下　煌雅くん

田原　咲稀ちゃん

内田　琉愛ちゃん

（高遊西）

（西原台）

（前鶴）

（袴野）

（高遊西）

（小森）

（北向・新屋敷）

H22.12.2

H22.12.5

H22.12.6

H22.12.10

H22.12.14

H22.12.26

H22.12.27

渡

一孝

誠

敏文

英紀

英記

慎吾

平成23年１月14日現在

氏名（地区） 生年月日 保護者
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西原村社会福祉協議会

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

☎279-4141
　279-4140相談専用
　279-4388FAX

275号 ふれあいネットワークふれあいネットワークふれあいネットワーク

１．目　的　　聴覚障害者の主な伝達手段である手話を学ぶことにより、聴覚障害者の理解と日常生活支援につ
ながるボランティアの発掘、育成を目的とします。

２．主　催　　社会福祉法人　西原村社会福祉協議会
３．期　日　　平成23年３月１日（火）、８日（火）、15日（火）、22日（火）、29日（火）
　　　　　　　午後７時から９時まで（毎週火曜日の、５回コース）
４．場　所　　西原村地域福祉センターのぎく荘　会議室
５．受講者　　村内の方で手話を学びたい方なら誰でも受講できます。
　　　　　　　出来る限り毎週受講できる方とします。（15名程度）
　　　　　　　※入門講座ですので初めての方でもＯＫ。
６．受講料　　無　料
７．講　師　　熊本県ろう者福祉協会
８．申し込み締切日　平成23年２月18日（金）まで
９．申込先　　社会福祉法人　西原村社会福祉協議会　
　　　　　　　〒861-2402　西原村大字小森572番地
　　　　　　　☎279－4141　Fax279－4388
　　　　　　　（Eメール nisihara-nogiku.4141@adagio.ocn.ne.jp）
　　　　　　　下記の申込必要内容を、電話又はFAX、Eﾒｰﾙでご連絡ください。
　　　　　　　　　◎《住所・氏名・電話番号》
10．その他　　中学生以下は保護者の承諾が必要です。
　　※講座終了後も、サークルの仲間と定期交流学習会にも参加できます。

初めての方も大歓迎！一緒に学びましょう！
みんなで楽しく手話入門講座みんなで楽しく手話入門講座みんなで楽しく手話入門講座

　　※講座終了後も、サークルの仲間と定期交流学習会にも参加できます。

「安心して楽しく豊かに暮らせる村づくり」をめざして１月26
日、27日の２日間にわたって開催されたボランティアアドバイ
ザー養成講座。49名の方が受講されました。
　ボランティアアドバイザーの役割や地域のネットワークづく
り、災害時のボランティア活動等、基本的な知識や心構えを学
ぶため、皆さん熱心に講義を受けられていました。
　グループワークでは、
グループ毎にいろんな意
見が飛び交う場面も見ら
れ楽しい雰囲気の中、と
ても有意義な時間となり
ました。
　是非、今後もボランテ
ィア活動に活かしていた
だきたいと思います。 社会福祉協議会の増永副会長より

　　受講者全員に修了証が渡されました。

講義受講の様子

グループワーク
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ふれあいネットワーク
お 礼

集落名
名ヶ迫
名ヶ迫
北向新屋敷
北向新屋敷
日　向

故人氏名
田中　国元
中村キクエ
東田　三敏
国本ヨシ子
小城　福松

遺族氏名
田中セツコ
中村　　幹
東田フミヨ
国本　秀顕
小城　一彦

集落名
布　田
宮　山
万　徳
星　田
瓜生迫
袴　野

故人氏名
首藤　　繁
米田チトエ
高橋　　正
倉岡　竹生
西岡　政信
木下　俊道

遺族氏名
首藤　繁義
米田　政輝
高橋スヤ子
倉岡スミ子
西岡　隆敏
木下　浩美

　次の方々より故人のご供養のため社会福祉協議会に多額の寄附をいただきました。故人のご冥福をお祈りしますと
共に心からお悔やみ申し上げます。

集落名 氏　　名 金　　額
10,000円
10,000円
6,600円
10,000円
20,225円

匿　　名（３名）
匿　　名

匿　　名（複数名）

森井　正孝
東　ハツ子

医王寺
万　徳

集落名 氏　　名 金　　額
10,000円
200,000円
200,000円
10,000円
5,000円平成13年度消防幹部ＯＢ会

　次の方々より福祉事業に役立てて下さいとご寄付いただきました。

一般寄付

香典返し

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣意に添うべく、社会福祉のために有効に使用させていただきます。
ありがとうございました。 〔敬称略させていただき、掲載については承諾を得ています。１月17日受付分まで掲載〕

サロン活動報告

みんなで楽しく手話入門講座

　クリスマス忘年会では参加者
の一人、吉水さんがその場の雰
囲気を盛り上げようと衣装持参
で踊りを披露。脇役としてシル
バーさんも花を添えて下さいま
した。

高遊サロン高遊サロン

　新春の最初の集まりは昼食会
で幕開けです。今年も昨年以上
に元気な皆さんであること間違
いなし！その位の勢いで会話も
弾んでいました。

風当サロン風当サロン

　施設に入所されている方の訪
問が毎年恒例となっている星田
では沢山の土産話を持って見舞
われました。喜びの中には涙あ
り笑いありとフロアーいっぱい
に賑やかな声が響いていまし
た。

星田サロン星田サロン

た。

子育てサポートセンター・
　　　　　　　　のぎく活動報告
　大坪幸聖くんのお母さんが授業参観出席の為、ご近所でママ友
の岡野穂波さんにサポートをお願いし、安心して出掛けられまし
た。
　幸聖くんも我が家で過ごしているかのようにゆったりとした時
間を送っているようでした。

緒方佐和子
東田フミヨ
首藤　繁義
白山姫神社

田　中
北向新屋敷
布　田
門　出



平成22年度募金総額 3,610,626円

赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金

1,377,241円

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

俵山交流館　萌の里
社会福祉法人　致知会　真和館
永広医院
㈱坂本技建
㈲山下工務店
阿蘇ミルク牧場
のむら内科クリニック
㈱サンレイメディカル
㈱下村組
㈱高橋工業
　坂本商店
　家畜改良事業団熊本種雄牛センター
㈲味の山一
㈱内田陸運
㈲大阿蘇清掃社
㈲小栗商店
㈲外輪山バーベキュー
㈲加藤ファーム
㈲九州原皮商会
㈲ケイシン工業
㈲月岡樹芸園
㈱つづき
㈲廣瀬製作所
ＪＡ阿蘇西原中央支所
阿蘇森林組合西原支所
エーザイ生科研㈱熊本事業所
㈲久保田芝産業
桑田歯科医院
松本製材所
ナカヤマ精密㈱熊本工場
西阿蘇酪農業協同組合
肥後木村組㈱西原益城生コン研
究所西原工場

50,000円
30,500円
30,000円
20,000円

10,000円

みどりの館
㈲東光物産
俵山温泉　泉力の湯
㈱吉岡板金工業
㈲ひがし農園
㈱西原エコ・グリーン
赤尾歯科クリニック
㈲広瀬
桂商店
高橋工芸建築㈱
㈱グリーンパワー阿蘇
㈱松川生コン販売
にしはら葬祭
貴田自動車
内田ライスセンター
㈱インターナショナルケミカル
㈱堀場エステック阿蘇事業所
㈱共和　熊本工場
㈱クリスタル光学
㈱清光園芸　熊本支店
㈱セイブ
㈱田代食品
㈱東京カソード研究所九州事業所
㈱西原カントリー阿蘇
グリーンヒルカントリークラブ
㈱西本真生堂　西原店
㈱三井電器　熊本工場
　オクムラ工芸
㈲泉技研
㈱岩本屋産業
㈲カーライフジャパン
㈲後藤商店
㈲三和金属工業

6,000円
5,000円

㈲南利クレーン
㈲藤田工作所
㈲堀田建設
㈲松岡工務店
㈲ライフプランニング
グランドチャンピオンゴルフクラブ
匿名
㈲三省管工
山陽開発㈱肥後カントリークラブ
セブンイレブン 阿蘇西原店
テクノデザイン㈱
日置工業㈱
ローソン阿蘇西原店
㈲棟映開発
日本ガスケミ㈱
フレッシュダイレクト
㈲コッコローチキン
志内商店
古田建築工房
宮田リサイクル
アヴァンセ・シム
㈱ケイ・アイ・エス
ボディショップ・オガタ
㈱チゥキヨー熊本事業所
㈱東光石油　西原給油所
句膳茶屋　実の花
坂金製菓㈱熊本工場
マルキン食品㈱阿蘇工場
お食事処　やまの囲炉
くまもと長寿苑そよ風
首藤板金
㈲ソガクリエイト
西原カーテック

利子
真和館入所者一同
久保田吉治
河原小学校
のぎく荘募金箱
上村加代子
高橋正信
西原村役場募金箱
たんぽぽハウス一同

3,000円

2,000円
1,000円

78円
4,592円
3,011円
3,000円
50,545円
1,000円
609円

11,795円
2,380円

西原村老人クラブ連合会

戸別募金

（単位クラブ会員1,096名他）

（イベント等でご協力頂く募金　１件）

（97件）（企業納入業者を対象とした募金）

皆様の善意の気持ちが集まり過去最高の

自分の町をよくするしくみ

皆様と共に
　　地域に活かします

社

資

資

ふれあいまつり会場にて「バルーン」「わ
た菓子」によるご協力を頂きました。

西原村社会福祉協議会へ配分されたお金でこんな事業を行っています西原村社会福祉協議会へ配分されたお金でこんな事業を行っています

久保田嘉信
松永　範雄
藤本　一雄
岩本　健治
福島　好信
水上　尚三
荒木　ミツ
須藤　　睿
加藤　義丸

20,000円
6,000円
5,000円
7,300円
5,000円
10,000円
10,000円
5,000円
5,000円

高本　宏三
坂田恵美子
坂田スマエ
久保田和秀
中西　静子
井野　久喜
久保田博美
馬場　泰隆
永田　定一
松本　栄喜

10,000円
5,300円
7,300円
10,000円
6,000円
25,000円
10,000円
11,190円
11,110円
10,045円

久野　道秋
林田　光信
河上　　喬
緒方　義秋
馬場　梅香
久野　信義
林田　節男
小城　幸雄
草野　義信
古閑　八郎

10,000円
10,000円
10,000円
7,500円
6,500円
6,420円
5,320円
5,260円
5,050円
5,000円

878,640円 （区長様を通じて各世帯にお願いする募金）（1,670件）

法人募金

街頭募金 22,247円
（大口以外のご協力を頂く募金　12件）

一般募金 79,603円

平野　信義
小城サナエ
首藤　福丸
丹波　　茂
鈴木　政良
堀田　武人
村上アサ子
笠　　芳子
坂田　敏昭
永野　知覚

5,000円
5,000円
5,000円
5,000円
5,000円
50,000円
5,000円
5,000円
5,000円
5,889円

22

親互園
桂アサエ
坂本マサヲ

203円
1,390円
1,000円

（5,000円以上の方々）



赤い羽根共同募金

坂本商店募金箱
ミルクの里募金箱
萌の里募金箱
阿蘇グリーンヒル
　　　　カントリークラブ募金箱
泉力の湯募金箱

小森簡易郵便局募金箱
四季即贅喰募金箱
西本真生堂募金箱
宮田商店募金箱
ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ募金箱
阿蘇ミルク牧場募金箱

西原南簡易郵便局募金箱
ampm募金箱
東光石油募金箱
シルバー人材センター募金箱
㈱ヒライ西原店募金箱

1,121円
1,157円
16,809円
2,703円

418円

4,700円
1,453円
1,240円
2,239円
671円
931円

1,872円
4,676円
1,091円
1,911円
1,405円

にしはら保育園職員一同
西原村役場職員一同
西原村社会福祉協議会職員一同
西原中学校職員一同
河原小学校職員一同
山西小学校職員一同
高遊原南消防本部職員一同
相談員連絡協議会有志一同

16,160円
33,000円
42,000円
10,250円
4,510円
13,500円
13,200円
8,200円

平成21年度募金総額　3,418,466円（熊本県共同募金会へ全額送金）

平成22年度配分金　　3,094,466円（次年度西原村社会福祉協議会へ配分）

物品購入による募金（図書カード・ボールペン）

山西小学校募金箱　　　23,988円　　　　河原小学校募金箱　　　 3,792円　　　西原中学校募金箱　　　5,945円　

（5,000円以上のご協力を頂く募金　７件）
松本シズメ
秋吉　誠二
ラピス
須藤　文代
笠　　芳子
シルバー人材センター
土林サロン

10,000円
5,860円
10,000円
10,000円
10,000円
20,000円
5,100円

西原村社会福祉協議会へ配分されたお金で西原村社会福祉協議会へ配分されたお金でこんなこんな事業を行っています事業を行っています西原村社会福祉協議会へ配分されたお金で西原村社会福祉協議会へ配分されたお金でこんなこんな事業を行っています事業を行っています西原村社会福祉協議会へ配分されたお金でこんな事業を行っています

赤い羽根共同募金は計画募金です。今年度ご協力頂いた募金は次年度西原村へ配分され各事業に使われます。

◆ 配分金の流れ ◆

（児童・生徒を対象とした福祉教育を目的とした募金　３件）学校募金 33,725円

大口募金 70,960円（従業員や職員を対象とした募金　16件）職域募金 290,313円
西原村商工会職員一同　　
JA阿蘇西原中央支所有志
西原村民生児童委員一同
西原村社会福祉協議会理事会一同
西原村社会福祉協議会評議員一同
㈱三井電器熊本工場職員一同
西原村村議会議員互助会
平成22年区長会有志

1,000円
820円

14,000円
80,000円
19,600円
2,072円
12,000円
20,001円

（店頭等に募金箱を設置協力をお願いする募金　16件）協力店募金 44,397円

23 広報西原２月号

高齢者福祉活動費　668,000円 児童・青少年福祉活動費　505,000円

障害児・者福祉活動費　524,000円 住民全般福祉活動費　1,397,466円

ボランティア連絡協議会活動支援、ボランティア入門講座の開催、
ボランティア保険加入助成、緊急連絡カードの配備、のぎくまつり開
催、ふれあいサロン活動助成

県・郡スポーツ大会、親睦会、球技大会、地域座談会、無料貸出福祉
用具の整備、社会参加活動支援、りんどの会、輝き大会、手話講座、
手話サークル活動支援

小中学校ボランティア協力校助成、ボランティアスクール、ボランテ
ィア体験学習、小中学校によるやまびこだより、総合的な学習支援、
小学生写真コンクール、ワークキャンプ、体験学習、宿泊交流会

90才以上お祝い訪問、ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ婚、金婚式、伝承遊び交流会、福祉
球技大会、老人クラブ活動助成、シルバーボランティア活動助成

● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○
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大会で好成績！河原小サッカー部

広報西原

第
97
話

「
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
開
設
」

　

11
月
20
日
、
21
日
の
日
程
で
、
阿
蘇
市
の
中
通

小
学
校
を
会
場
に
「
阿
蘇
郡
市
学
童
ミ
ニ
サ
ッ
カ

ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
見
事
河
原
小
サ
ッ
カ
ー

部
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
河
原
小
サ
ッ
カ
ー
部

が
出
場
し
た
の
は
『
Ｄ
ク
ラ
ス
』
で
、
出
場
選
手

７
人
の
う
ち
２
人
は
女
子
が
出
場
す
る
と
い
う
ク

ラ
ス
で
す
。
河
原
小
に
は
４
人
の
女
子
部
員
が
お

り
、
男
子
に
混
じ
っ
て
元
気
な
プ
レ
ー
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
中
村
寿
希
君
は
、

「
か
な
り
緊
張
し
た
試
合
で
し
た
が
、
優
勝
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
次
は
僕
も
ゴ
ー
ル
を
決
め

て
、
ま
た
優
勝
し
た
い
で
す
。
」
と
、
今
後
の
目

標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
22
日
、
23
日
に
阿
蘇
市
で
開
催
さ

れ
た
「
阿
蘇
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
７
人
制
サ
ッ
カ
ー
大

会
」
で
も
、
河
原
小
サ
ッ
カ
ー
部
は
３
位
と
い
う

好
成
績
を
の
こ
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
が
楽

し
み
で
す
。

※
こ
の
大
会
で
は
、
山
西
小
サ
ッ
カ
ー
部
も
好

成
績
を
残
し
て
い
ま
す
の
で
、
来
月
号
で
ご

紹
介
す
る
予
定
で
す
。

SLightpot

スポットライト

「豆腐のみそ田楽」「豆腐のみそ田楽」「豆腐のみそ田楽」

焼豆腐1と1/4個／でん粉適
量／揚げ油適量

Ａ
みそ25ｇ／砂糖10ｇ／みり
ん7.5ｇ／しょうが少々

材料（５人分）

①　焼豆腐は12分の1程度の大きさに切り、一
人あたり３個にします。

②　でん粉をつけて油で揚げます。
③　しょうがはすりおろしておきます。Ａの調味
料をあわせて火にかけ練ります。最後にし
ょうがのしぼり汁を入れます。

④　②の豆腐に③のみそをかけます。

つ く り 方

河原小学校1月24日給食

　阿蘇の郷土料理に田楽があります。豆腐、さといも、やまめなどを串にさ
し炭火で焼き、みそをつけてまた焼いていきます。このメニューを給食に取
り入れたものです。ただ、炭火で焼くことはできませんので、油で揚げ、手作
りの田楽みそをかけます。みそは豆腐だけでなく、ゆでたこんにゃくや、うす
味で煮たさといもにかけてもおいしいです。

〒861-2492　熊本県阿蘇郡西原村大字小森3259　TEL 096-279-3111／ FAX 096-279-3506

表紙説明

　平成23年成人式が開催さ
れました。スライドに映し出
された懐かしい映像を見て、
笑顔の新成人たちでした。そ
れにしても、最近の新成人は
華やかですね～。

▲河原小サッカー部

作っちゃ
おう

食べちゃ
おう！

エネルギー　53kcal
たんぱく質　4.7g　
カルシウム　90mg
鉄　　　　　1.0mg

栄養価（１人分）


